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三浦半島周辺のオニカマスの出現状況について，これまでに採集された標本と文献情報，各
種データベースの検索結果に基づき調査した。その結果，確認できた 9 件 11 点のうち，1997
年に定置網で漁獲された成魚 1 個体を除いた 8 件 10 点は，1999 年以降に確認されており，す
べて夏期～秋期に沿岸や河口域に出現した当歳の稚魚であった。このことから三浦半島におけ
る本種の出現は，成魚の遇来的な回遊と稚魚期の無効分散によるものと考えられ，近年の稚魚
の出現の急増は，当該水域の海水温上昇の影響を受けている可能性が示唆された。

The appearance situation of Sphyraena barracuda around the Miura peninsula was 
investigated on the basis of the specimens, literatures, and several material databases. As a 
result, 9 rot, 11 data was found. Except an adult specimen caught by stationary net in 1997, 
10 specimens were juveniles of present age, and were found from summer to autumn along 
the coast or the mouth of rivers. Appearance of this species in the Miura peninsula was 
inferred as accidental viin sit and unsuccessful dispersal. The recent increase in appearance 
of juveniles may be affected by increase in water temperature due to global warming.

はじめに

オ ニ カ マ ス Sphyraena barracuda （Edwards， 
1771） は，相模湾～琉球列島，インド - 太平洋，熱帯
西アフリカ沿岸の広域に分布する，最大で 1，650 mm 
SLに達する大型のカマス科魚類で，稚魚期には内湾，
河口・汽水域やマングローブ帯などに出現すること

が知られる （瀬能， 1989， 2013）。横浜市磯子区円海
山と藤沢市江の島をむすぶ線より南側に位置する三
浦半島の沿岸は，本種の分布の北限であり，出現記
録は散発的かつ稀である。本研究では，本種の三浦
半島における出現様式を明らかにすることを目的
に，これまでに確認されている三浦半島産オニカマ
スの標本および写真資料に基づき，個体の出現時期
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第 2図 オニカマス YCM-P41503．

第 3図 YCM-P41503 の体側鱗．

と，海水温の上昇によって，三浦半島周辺海域が本
種の生息に適した水温に近づきつつあり，繁殖水域
の北上や仔稚魚の生残率の上昇などによって，三浦
半島に来遊する個体が増加の傾向にあるということ
が示唆されている。

しかしながら，YCM-P35345 が泳力の強い成魚で，
夏季の高水温時に本来の生息域から遇来的に三浦半
島に到達したものと考えると，それ以外の個体で最
も大型のYCM-P41503が日周輪80日に無鱗期を加算
した結果，推定孵化後 3 カ月程度の稚魚であったこ
とから，小型の個体は全て当歳の稚魚と推察される。
このことから，三浦半島はオニカマスにとって稚魚
が越冬可能な環境にはなく，それらの出現は死滅回
遊 （無効分散） によるものであると考えられた。
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